
















広 島 大 学









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る」は用いられなくなってい 。 がって、「スワル」意味の「 わる」が成立・定着したのは、江戸後期（十八世紀後半）ごろのことであると結論づけることができる。その過程と は、「ゐる」が存在動詞として定着す につれて、もともと「膳」「船」など 人間以外のもを主語としていた「すわる」 用法を拡げ、江戸中期（十八世紀初期）ごろに人間を主語と るようになり、江戸後期ごろには「スワル 意味
- 8 -
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例えば、 「吾」 、 「我」 、 「余（予） 」 、 「朕」 、 「台」など、多数の表現が見られる。しかし春秋時代から清の時代が終わるまで、使用量が最も大きな比重を占め 一人称代名詞の主体となるのは 「吾」と「我」の二つだけである。 「吾」と「我」にはどのような使い分けがあるのか、この問題は従来の人称 名詞の研究に於いては重要な課題となってきた。しかし、先行研究では、
「文法的な




差は一つ 作品の中の一部の用例にしか適用されないので、 「吾」と「我」の本質的な差と 言えないと考えている。
 
中国側だけではなく、日本の漢文資料にも「吾」と「我」の両












春秋時代末期以前の文献では、 「我」 は の主体で、
「吾」は文献での使用が非常に少ないことが分かる
1。一方、春
秋時代末期以降から初め、 「吾」 の使用率が高まり、 「吾」 と 「我」の両方が一人称代名詞の主体の位置を占めるようになった。と「我」の実質的な差を析出 ためには、春秋末期の文献遡る必要があると考えている。よって と「我」 両方が大量に出現してい 『春秋左氏伝』は研究資料として相応し                                        









また、 「吾」と「我」には「主格」 、 「目的格」 、 「所有格」とい
う三つの格位での使用が存する。 「主格」と「目的格」の「吾」と「我」は単に人称主体を指すが、それとは違い、所有格の「吾○」 ○」は所有・所属関係も持っているので、元々は意味上違うものであると考えられる。これまで意味的・語用的の研究に於いては所有・所属関係を表す「吾〇」 「我〇」は主格と的格の「吾」 「我」の使用と 区別さ なく混同され きたが、適切性に欠けると考えている。よって、所有格のものを主格・目的格の用例とを分け 検討す 必要があると思われる。紙幅の制限により、本稿では所有格の「吾」 「我」の使用状況の分析を中心とする。
 
 




































































が魯国」という意味合いであると確認している。つまり、地の文に於ける所有格の「我〇」は国家 直接関係す ものであると分かった。一方、同じ公・国家と関係する一人称の表現は会話文に於いては「我〇」と 吾 の両方が出現 表１に纏める。
 
       ここの問題点としては、まず、 『春秋左氏伝』の地の文の内容
は、筆者の主観的感情を交えない客観性の高い表現、そして公文式表現、硬い表現であるのは特徴的である。ここでは「吾」ではなく「我」のみ使うことから、 「我」の使用は以上の地の文の                                        
          
 


























我 ○ ○ 
 
吾 × ○ 
 
表１、国との所有関係を表す用例 
















の会話。伊戻は太子を陥れようとし、平公に向かって、 「太子は謀叛を企てている。もはや楚の使者と盟われま た。 」と報告した。平公はこれに対し、 「わたしの太子として他に何がほしいのか 返答た。 ここの 「我子」 はまず平公の息子として、平公と個人的な関係が存する。また「大子」は「王位の継承者」 、 平公は宋国 統治者であるため、個人の関係でも公的な関係で見てもよいと思われる。 よって、「我○」の１例は個人と関係しているだけ はなく 公的な使い方
 吾○ 我○ 
 総数 割合 総数 割合 
総体 133 100％ 108 100% 
個人 70 52％ 1  2% 











付くものは べて客観的か 実在するも であり、公・国家と直接関係するものであると確認している。 「吾○」は関係するもの以外、加え 私的・個人的なものにも使える。また、客観的かつ実在するもの以外、人の意識・行為と関係すものにも使える。よって、 「吾〇」のほうが使用対象の域が広いことが認められる。
 
更に、客観的で実在するものを表す「吾○」と「我○」の用例
を通じて、 「吾○」の方が私有性を有する表現、 「我○」の方が共有性 有する表現だと考えられる。 公的・私的な性質 「吾○」 ・「我○」の使用について図一に挙げ
 
図一から見ると、 「我○」に後接する対象には「我周」 、 「我鄭

















































































































































































































































































































































































































率い蔡を破った後、続いて楚にも攻め入った。斉の連軍が楚に迫る際、斉の侵入する理由を問い詰めるために楚は 軍に使者を遣わした。という場面に於いて、例⑤の会話は交戦前の楚と斉の両国のやり取りである。傍線部は斉の宰相の管仲が の使者の問詰に対す 発話の一部であ 。 「昔、召康公がわ 先君太公に対し、 『五侯九伯であっても、もし罪を犯したものがあれば、周室を守るために汝はこれを討伐してもい 。 』と命じ 。そしてわが先君に領土 賜り、その領地は東は海、西 黄河、
















































































































































































































楚子之為令尹也、為王旌以田。芋尹無宇斷之 曰、 「一國兩君、其誰堪之。」及即位 為章華之宮、納亡人以實之。無宇之閽入焉。無宇執之、有司弗與、
 曰、 「執人于王宮、其罪大























明示されていない。まず文の意味から確認する。 「六年の春に、晋が鮮虞を討った。それは、范氏の反逆を抑止 ためであった。呉 陳を討ったのは、昔の恨みを晴らすためであっ 。この時、楚子（昭王）は、 「わが先君（平王）は陳と盟いを結んいるため 陳を救わねばならない。 」と言い、陳を救うために、城父に軍を進めた。との内容である 文脈を確認してみれば、楚の君主の楚子が楚の臣下らに政治を議するというシーンがこの一例 内容 もっとも相応ではないかと考えている。 それに、もし聞き手が他国 人だ すれば、楚子がわざと他の国の人間に自国の軍事動向を曝すのはどうも不自然だと思われる
 
以上の例⑯から例㉒の「吾先君」はすべて自国の人に対する
言い方だと判断できる。このように、 「吾先君」と「我先君」は国という境界で対内・対外の違いを持つことが分かった。対内・と対外の用法は先ほど取り上げた「吾〇」と「我〇」の全体例の使用分布状況を合わせて考えると、対内 場合は話者 仲間に対し、自 の 君主に敬愛の意を表しつつ、仲間同士に対する親密感も感じとれる。つまり同じ対象をいうには「吾〇」のほうがより私的な言語環境 作り出してい 思われる。すべて外交辞令で使う「我先君」はこういう私的な環境を作り出していないといえる。また、こ ような私的な環境の境界は自国と他国の間にあることは、以下の例を見て明らかになる。例えば、 「我両君（我々両国の君主） 」 、 「我同盟」 （我々同盟国） 、 「我先王（周の先祖・違う諸侯国の同じ先祖） など、両国の関係を表す例は「吾」の使用は見られない。つまり、 「吾」を通じて私的な環境を作り出すことができるが、自国という枠がその私的環境の界である。一旦自国の枠からはみ出したら、私的な環境もう作れないことが分かった。
 
「吾」を通じて相手との親密感を表せることや、私的環境が









































































































































































































































































































































    























に示した。一、底本の二行割注は、訓読文では一行流 とし、その前後を〈〉に包むと共 改 箇所については冒頭 くる文字に／を付して示した。一、句読点は、底本に従って、右下「・」 句点「。 」で表し、中下「・」 読点「、 」で表した。句読を記すべき所に句読点のない箇所は空白として表し、私に補うこと しない。
一、漢字の字体は活字正字体に従うことを原則とした。一、所謂、誤字・宛字については底本のままに翻字したが、場合によっては私見を注記した箇所もある。一、片仮名の字体は現行の 体に改め 。一、漢字の送り仮名に仮名点とヲコト点が併 されている場合には 「如法に」のように、墨点を朱点のルビとして表現
「ニ」
した。また 一つ 漢字 読み に二つ以上 仮名点・ヲコト点が付されている場合 は、 「錫」のよう 「朱点
シ｛ 「シ」 ｝ヤク
｛墨点｝ 」という形で示した。一、外字の表示に際 ては、当該 が存在する箇所 「〓｛日＋木｝ 」のように示した。一、虫損・破損により本文の字句が欠落し 箇所、及び文字は確認できるものの判読できなかった箇所は□によって示した。その場合の検索用語は 残存 情報からの推測 り語彙を特定し掲出したものもある。一、用例の所在、検索用語等の情報は、用例毎に文末 （）に包んで示した。ま その際には（巻（上下） の所在行
数、検索用語）の順に掲げ、所在行数に関しては当該用例冒頭にあたる漢字の所在行を基準とした。一、補読箇所の表記について
私に補読した語句の表記は、左の各項に従った。（１）仮名遣は、原則として、歴史的仮名遣による（２）活用語尾の補読は、原則として 音便にならないも





















ることを基本とした。但し、検索の便を考慮して、底本の仮名加点が歴史的仮名遣と異なる箇所 ついては 底本表記の後に（）に包んで歴史的仮名遣による表記も併記した。 （ 「己」「・をのれ・ （・おのれ・） 」等）
（６）字音語の掲出においては、まず仮名の付されて な
い漢字は ‐」で、仮名の付されている漢字はそ 読みを表記するかたちで表した。 （ 「闠鬧」 「・クワイネウ・」「山
「火イ」「ネウ」
腹」 「・‐フク・」「囉枳當伽」 「・ラ‐タ‐・」 ）「フク」
ラタ
しかし、これだけでは検索の便に堪えうるもので ないた

















勝（れ） 「タリ」 ［イ、勝「レテ」 ］心「ヲ」一（に） 「し
（返）
て」 。 ［而］住（したま） 「ヘリ」 ・ 上、 ・の・に たり・す
02









・執金剛菩薩の「ミ」足を頂 ＊禮 し 已 ）て［イ、
「ヲ」
（返）





如き言を作る。 上、 ・より しかも・ゲン‐なり （・
「 （つ）く」
03
ゲンジヤウなり・ み‐・（・みあし・） ぬ と に・）＊「禮」右傍に「リ」 朱筆）とあるが、未詳。○我れ世間を見（る）に眞＊言「ヲ」求（む） 「ル」者節
（
返）
―食して持誦し・專心に［イ、心（を 專 し ］勤苦「ス
（返）
（上、 ・を・もとむ ‐‐す・ （・ゴンクす
05




（上、 ・‐‐す・ シユギヤウす ） ・‐‐す・ （・シユギ
06





す・ （・ゲセチす・） ・たまふ・）＊「不」左傍仮名は底本のまま。○尊者の威德・日の光（の）盛「ル」 （か 如（く）して演
（返）
（へ） 「タマフ」所 眞言「ハ」 ・能く諸の闇を破し復 た
（返）
能（く）衞護して及（ひ）諸の罪を滅 ス 。 上、 ・さかる
07




（上、 ・‐す・ シユす・） ・ながら・を・う・ず・）
08
＊「云」「方」字を重書にて訂す（墨筆） 。○所求の眞言の上中下品の種種の悉地を假―使 ひ）具に修スレトモ亦（た）成就（せ）不。 上、 ・シユ
10












「ヒナム」 。 （上、 ・ し・すでに・よる・ども む・ず・ば
11




ら）不「ト」 。 （上、 ・おほふ・ば・レウ‐す ・レウヂす
「ス」
12





















＊「兼」「惡」字を重書にて訂す（墨筆 。＊「吽」「呼」字を重書にて訂す（墨筆 。○云 何 カ 明主の・成就を與「ヘ」不「ラム」 。 （上、 ・
15





















す・む・）○供養法の 具足（せ 不（るなり 「トヤ」爲「ム」
「セ」
（返）















閉（し） 「て」 ［而］思惟 す） 。 （上、 ・‐ハク・ （・メウハ
18
ク・） ・きく・ ・）＊「叉」「又」字を重書にて訂す（墨筆） 。＊「膊」右傍に「普各反」 （墨筆 とあり。○即（ち）手を轉（して）妙拔折羅を 執（り）
（返）
（返）






作（さま） 「く」 （上、 ・を めぐらす・ ・を・もて・‐‐
19






間を照（す）か如（く）して 如 」 ］ 。 上、 ・‐‐
20
す・ （・ミンネムす・） ・ども・なほ・し ごとし・）○汝か此の心を［イ、心「ハ」 ］極て清淨（なる） ニ
（
返）
緣（る） 「カ」＊放に・已 ニ 一切の諸の大菩薩に超エ。 （上
コ
、 ・は・に・が・すでに・こゆ・）21







○是「ノ」故（に） 薩 ハ ・衆生の苦を見て＊菩薩亦
（返）
（た）苦して［イ、苦「ス」 ］ ・衆生の樂菩薩亦 た
（返）












發「スト」 。 （上、 ・ つひに・をのれ・ （・おのれ・） が
24


































































「セ」不（る） 「カ」如「シ」 （上、 ・たとへば ・いとな
33
む・に・とも・こがる・ぬ・ば・つひに・を ‐す シヤウす・） が・ごとし・）○愚癡邪見「モ」亦復 た ＊是（の）如（し） 。 （上、 も
34
・）＊「是」「〓｛日＋木｝ 」字を重書にて訂す（墨筆） 。○假＿使（ひ）善「ヲ」行「スレトモ 終 に 果（を）
（返）
















妙（の） ［之］＊法 を）增長す［當］（し） 。 （上、
（再讀）
35






を損害して［イ、損害 シ ］持誦者ヲ 惱して［イ、惱
「ナヤマ」
（返）
「シ」 ］心（を）令（て） ［イ、 ［令］心「ヲシテ」 ］散亂
（返）
（せ） ［令（む） 。 上、 ・を ‐‐す ・ソンガイ
（再讀）
36




＊目（ら）恐怖（の） ［之］心 ヲ 懷「く」 上
「ヲ（のつか） 」
38
・を・て・を づから・ ・おのづから ） ・を・）＊「目」『大蔵経』では「自」字とする。○此の法「ハ」彼與極（て）相違「セルカ」＊故「ニ」 ・
（返）
（上、 ・は・‐‐す （・サウヰす ） が・に・
39
＊「故」本行では以降に 四本云目然恐怖不能侵惱三本云即生恐怖使念誦人令退幷」という文を続け、下欄に「此ハ別ニ付文也」 （朱筆 と注す。○修行者「ヲ」惱（し） ―心セ令＿使 む 。 上、
（返）
41




















ルニ猶ル。 （上、 ・‐‐す・ （・デウブクす・） しむ に・
ヨ
44

















（に）進（む） 「コト」能 不 る か如 上
（返）
、 ・の・‐マウ・ （・リンマウ・） ・を・つ・ば・たとひ・も47
よほす・ども・なり・ども・こと・）＊「譬」同字の上に丸印（朱筆）あり。右傍・上欄に「三 （共に朱筆）とあり。
＊「〓｛人＋却｝ 」上欄に「御イ」 （墨筆）とあり。○戒の勝法无（き）モ［イ、无勝法「モ ］亦復（た）是
（
返）
（の）如（く）して。縱＿使（ひ）勤＊行「スレ とも） 」終に增長（せ）不して（上、 ・も・も・‐‐す・ ・ゴンギヤ
「ス」
48




















（上、 ・‐‐す・ （・デウブクす・ ・を・ねがふ・ラク・を
50









具「ニ」莊嚴「セラム」 ］者此「ノ」 ［之］時に於 テ
（も）の
「返」
甚「タ」値遇「シ」難「シ」 。 （上、 ・あり・て・つぶさに
53





















所住（の） ［之］處に居す［應］し 。 上、 を
（再讀）
56




（上、 ・をば・‐‐す・ （・クヤウす ） ‐‐す （・ヱゴ
57















ハ不（れ） 「ハ」亦（た）應 に ［於］大河の邊に居止（す）［應］（し） 。或（は）小河近 き 「ニモ」或
（再讀）
（返）




大河の邊（に）居止 し 或（は）小河 に 近（きにも 或（は）陂泊（に 住「す」 ［應］（し） ］ 。 上、 ・に・
（再讀）
59
あふ・ば・ ・も・ヒ ク・ ヒバク・） ）











「ナラム」 に ］居（ 或 は 山腹及（ひ）巖窟の中「ノ」
「フク」
・諸の＊猛畏の毒獸（の） ［之］類无 きに 住「せよ （上
、 ・の・ゆたかなり・に・たる・り・に・なり・む・‐フク62





























如（く）して］者應當に之を棄 て て更 に 餘處を
は
（返）
求（む） ［應當 。 （上・タン・カム （・ゲム
（再讀）
66
・） ・あな・ふかし・ほる・に・もし・つくす・）＊「灰」同字の右肩に斜線（朱筆）があるが、未詳。○掘ラ（む ［イ、掘ラム］所（の） ［之］處には塡ツルに淨
ホレ
ミ




地「ノ」上「ニ」 ］精室を建立セヨ。 （上、 ・その・の
68







令（めむ） 「カ」故に應（に）數ハ須 く 入 る） ［應］
（しは）シ
（再讀）
（し） 。 （上、 ・‐す・ （・メツす ） ・が・しばしば
68
＊「如」同字の上に丸印（朱筆）あり。右傍 上欄 「六」 （共に朱筆）とあり。また、上欄の「六」の左側 は「二〈 上／下〉 」 （墨筆）とあり。○是（の）如く普く福聚の諸の明主の所居の住處の漫荼
（返）














に身・金剛の若「く」して。復 た 住處を見 るに）
コト
（返）
大火聚の如（し） ［イ、住處「ハ」大火聚 の 如 く）見（ゆ） ］ 。
（上、 ・しばしば・の・ごとし・は・）
72
＊「入」補入符にて「彼」字 上に補入（墨筆） 。○竝に皆 な）馳散して能（く）害を爲（さ）不。 （上、 ・
「シ」
74










餘天「ニ」 ］歸して我 カ 法「ヲ」念持「セム」は即（ち）
（返）
自（ら）＿害（する）なり。 （上、 ・ ・‐す （・グす ）
76
・に・わが・ ・‐‐す・ ・ネムヂす ） ・む・）○若（し）念誦の人 遍く の漫荼羅に入（るを 辨「セ」不して中に於て隨 ひ 「テ」一ノ三昧耶を辨「 て」
（返）
（返）















滋く茂（ることを）得（るに ＊由 るか 如（し） ［イ、
（返）
勤（め） 「テ」漑（き 灌（く ）由 り 滋茂 ス
「シ」
ルコトヲ」得（るか）如 し） ］ 上、 そそく・そそく・に
81












生 セ ［令］む を カイ‐す・ （・カイ
（再讀）
82





て自餘の律儀をは悉（く）皆（な （に）行 す ［應］
（再讀）








して眞言（を）持誦（せよ） （上、 を・‐‐す・ ・ヲンリ
84
す・） ・を・＊「如」同字の上に丸印 朱筆）あり。右傍・ 欄に「卅四」 （共に朱筆）とあり。○若（し）疲倦ヲ ＊生「サ」 （は）應 に）微妙（の
「ナ」
（返）
大乘經典「ヲ」讀（む） ［應］（し） 。 （上、 ・を・な
（再讀）
85







復（た）砂ヲ即 して」制多「ヲ」造立（せ） 「ヨ」 。 上、
イサコ
86
・の・に・つねに・の・に・して・を・もてす・いさご・を・を・‐‐す・ （・ザウリフす ） ）＊「閉」『大蔵経』では「閑」字とする。○内に緣起法身（の） ［之］偈（を）安（せよ 。或（は）舎利及（ひ）尊像の前にして イ、内 に）緣起法身（の） ［之］偈或（は）舎利「ヲ」安（し）及（ひ）尊像 の）前 にし花鬘・燒香・塗香・花燈 幢幡蓋等 妙讃嘆「ヲ」
（返）






























○云何か釋教の眞言「ヲ」持誦（せむ） 。 （上、 ・を・）
92
○行者若（し）是（れ） ・刹利（の）族種（な）ラハ彼此の難を致サム。 上、 ・なり・ば・いたす・む・）
92




（し） 。 （上、 ・‐‐す・ （・サイジす ） ‐‐ シヤ
93

















○行者若（し）是れ毘舍（の 之 種「ナラハ」彼此 ノ
は
難「ヲ」致（さむ 。 （上、 なり ば この・を・）
95
○應（に）農田「シ」 ・及（ひ 雜「―」産「シ」 ・興―易等
ヤク



























・の・を・を・）○彼等 外道「ハ」 ・直タ他「ヲ」損 するのみ 「ニ」
（返）
非す（上、 は ただ・を に・）
99

















○若（し）善惡因果（の） ［之］法ヲ 論 せ は有＊
（返）













は當（に）涅槃「ヲ」證（す） ［當］（し） 。 ［イ、證「し
（再讀）
て」 ］刹利「ナリトモ」 ・罪「ヲ 造（ら）は惡道「ヲ」
（返）




［之］身なり（上、 つぎに・は・より このか ）
106










て」方「ニ」身心（の 清 （を 獲得 す 可（ ） 。 （上











「ヲ」以（て）塗（るか 如（く） ・ ［イ、如（し） 「。 ］ （上
、 ・み・サウセン・ （・シヤウセン・） ・はたけ・うれふ て108













＊勿「レ」 （上、 ・あな・トク・ （・ヅ ・トウ・ （・ヅ・）
109
・かぜ・を・して・サ‐・（ クウグヱチ・） ・より・すく・をろかなり （・おろかなり・） ・もらす なかれ・）＊「勿」上欄に「四〈 使／下〉 （墨 。○＊其の室に門を安（くこと）東西北方「ニセヨ」 。 （上
（返）
、 ・に・す・）109
＊「其」同字の上に丸印（朱筆）あ 。右傍 上欄に 八」 （共に朱筆）とあり。○營「―」造成「リ」已（り） 「ナハ」 ［イ、已（り） 「て ］
「エイ」
（平）




・エイ‐・ ・ヤウザウ・） ・なる・をはる・ぬ・ば を の・）○彼の法事相應（の） ［之］方に隨（ひ） 「テ」尊像 安
（
返）







或（は）以て・鑄成ヌ。 （上、 ・かたち ‐クワクす・（
「イ」ナ
111







［イ、應（に 白〓｛疊＋毛｝ 「ノ」細「―」柔密「―」緻（のものを）用 ゐる ［應］（し）近者織（り）成（し）
（
再讀）
「て」兩（の）頭「に」縷「ヲ」存「ラシメヨ」 ］ （上、 ・
「ア」
112




























「ヨ」 。 上、 ・あたらし・の・を・す・）
114























髮を留「メヨ 。 （上、 ・なり ば を て・いただき・とど
118
む・）＊「復」同字の上に丸印（朱筆）あり。右傍 上欄に「十二」 共に朱筆）とあり。○所着の衣服を赤土に之 ヲ」染「メヨ」 。 上、 ・を・そむ
118










（からし） 「メヨ」 （上、 ・かく・たり・しむ・）
121






「して」乞食「ス」 ］ ［應］（し） 。 （上、 スン‐す
（再讀）
121













































祭（す） ［應］（し） 。 ］ 上、 みづから・を ふ・ほ
（再讀）
127
どこし・うく・を・）○＊亦（た）妙花「ヲ」亦（ ）得ツ。 （上、 つ ）
128






























以（て） 「ノ」故「ニ」水（を）令（て） ［イ、 ［令］水
（返）




濁「ナラ ムルカ」 ］如（し） （上、 の・に・を・して・コ
134






















く・シヤク シヤク ハイ・）＊「緣」左傍に二本線（朱筆）を記すが、未詳。＊「梙」右傍に「槵イ」 （墨筆）とあり。○其「ノ」數百に過「セ」ルニ隨 ひ） テ 一類
（返）
（返）
「ヲ」取（り） テ 以（て）數珠（と）爲（せ） （上、 ・
138
その・‐す・ （・クワす ） ・り・に・て・を て ）








・ （・コクズす・） ）○或（は）右「ノ」手「ヲ」用（ゐ 或（は）左「ノ」
（返）





単－ツ｝ 。 （上、 ）
140
＊「〓｛爪＋卑｝ 」右傍に仮名 朱筆 があると思われるが、虫損により未詳。○專心に誦持（せ）は謬（り） 「テ」錯「 」￣亂「スルコト」
アヤ（ま）
勿（し） 。 （上、 ・あやまる・て・‐‐す・ サクラン
141







○微シ兩の脣「を」動（ ） て 眞言（を）念 セヨ。
（す）コ
「返」





この・なほ・し・の・ごとし・○復（た）海波 ＊湖浪 搖（れ）動 く） 「カ」如 し 。
「コ」
（上、 ・コ‐・ （・グラウ・） ・が・）
144













（めは）應（に）起（ち）て經行 す ［應］し 。 上
（再讀）






（き）て醒悟（を）得令 めよ） 。 上、 ・を・みる・を・
「エ」
146
もて・あらふ・う・）○行者若 し 移動 の ［之］心ヲ 生「サ」は即（ち）
（
返）
應（に）便 ち 是（の）如（く）對治「 作 す） ［應］
（返）
（再讀）
「シ」 。 （上、 ・を・なす を べし・ ○是の身「ハ」主无
147
（し） 。 上、 ・は ）
148
○業「ニ」由（り）一切「ノ」諸趣（を）流轉 す」 ・ （上
（返）
、 ・に・の・）148
○依止 スル」所无（し） 。 （上、 ‐‐ エシす・）
148
○此「ノ」身「ヲ」捨「て 後 ニ 復（た 餘「ノ」
（返）















等の苦處處に皆（な）有（り） 。 （上、 ‐マウ （・モンミ
151




以（て）對治 せ 「ヨ」 。 （上、 ・うつりかたどる・む と
152
・を・‐‐す・ ・タイヂす・）＊「方」返り点らしき符号（朱筆 があるが、未詳。○貪若（し）盛（ら） と 欲 れ）は白骨觀を修セ
（
返）




‐す・ （・シユす・ ・を・みる・○＊［之］行者（の）食ヲ 喫ハム（ことも 亦復 た）
クラ
（返）
是（の）如（し） 。 （上、 くらふ む
153
＊「之」同字の上に丸印（朱筆）あり。右傍・上欄に「十七」 共に朱筆）とあり。また、右傍には朱筆の「七」字から少 ずらして、墨筆にて「六」字を記す。○但（た）飢渴ヲ 除「せよ」 （上、 ・を ）
（返）
153
○滋悦「ヲ」＊樂（は）不「レ」 。 （上、 ‐・ （・シエチ
シ
154





ニ＊入（るか 如（し） （上、 ・て・‐セキ・ （・シムシヤク
154
・） ・に・）＊「磧」左傍に「尺音」 墨筆）とあり。下欄に「磧〈且歴／漱也／水淺□／旦□□〉 」 （朱筆）とあ 。＊「入」「人」字を重書にて訂す（墨筆 。○飢渴に逼（ら）所て［當］ に 兒の宍（を）食（す）
（返）
［當］（か） 「ラム」 （上、 ・べし む
（再讀）
154




○但（た）飢「ノ」病「ヲ」除「せよ」 （上、 ・の を
（返）
155











輕（み） 「セ」は便 ￣ 即 ち頭高リ・物若（し ＊均平
（は）しアカ
ヒト





かく・に・はかり・の・もの はし・さがる・その す あがる・ひとし・ば・その はかり・ひと が・）＊「均」〓｛土＋白｝字を重書にて訂す 墨筆 。○行者（の）食「ヲ」喫ハムコト亦復（た）是 如
ク
（返）
（し） 。 上、 を・くふ む・こと・）
157















以「て」支ヘ持ツ「カ」如 く して［イ、如「シ」 ］ 。 （上、
サヽタモ
158
・たり・くづる・たふる・なむ・こわる・が・に・ささふ・たもつ が・ごとし・）○行者（の）食「ヲ」喫（はむことも）亦復 た 是（の）
（返）
如（し） 。 （上、 を・）
159






塗（る） 「カ」如 し 。 上、 ・やる む と・す・て・を
160
・が・）○善「ヲ」增（さむ） 「カ」爲（ ）故「ニ」應（ 須
（
返）
（く）食「ヲ」喫（ふ） ［應］し 。 上、 ・を・が
（再讀）
160




○行者身（を）觀（する ）猶（ほ ＊芭蕉 の 若シ
（返）
ト。 ［イ 身「ハ」猶 ほ 芭蕉ノ 若 しと 觀「し
「返」











よ） 。 上、 ・を・）
163









































・チウ‐・（・ヂウヂヤウ・） ・ふくし を くし・で・ふたつ・の・を・さす さす・とも を・の ビ‐ （・ミ ム ）・‐‐す （・クワンジす・） ず・










尼の行「ヲ」以「て」 ［而］他舍 に 入「レ」 。 （上、
（返）
169
・を・その・を・ム‐・ （・ムニ・ ・を・いる・＊「正」「正」字と 字の間に中央の合符 朱 が詳。○上中下貧賤（の） ［之］家 ヲ 擇は不「レ 。 （上、 ・を
170


















如（き） ［之］處「ニ」皆（な）應 に 往 く 應
（再讀）
（から）不。 （上、 ・の・の・‐ギヤク・ ケギヤク・）
「す」
171















「シ」 ］ （上、 ・を・て・なす ）
174
○一分「ヲハ」本尊 ニ 供養「シ」 。＊一分をは无「―」㝵に通し［イ、通「シテ」 ］ 。一分 ヲハ 自「ラ」食 せ 「ヨ」 。（上、 ・をば・に・‐‐す・ クヤウす・ ‐す・ ・ツ
174
ウず・） ・をば・みづから ‐す （ ジキす ）＊「一」
175 行と
176 行目の行間に、 「四本云施无㝵三本云一通无㝵




‐す・ （・ジキ ・） ）○日（に）三 たび 澡浴「セヨ」 上、 ・‐‐す・ （ サウ
176
ヨクす・）＊「日」同字の上に丸印（朱筆）あ 。右傍・上欄に「廿九」 （共朱筆）とあり。○＊復（た）花・香 塗香を獻 し） 讃嘆（せ ヨ イ、
（返）
花香塗香讃嘆「ヲ」獻（せよ） ］ 。 （上、 ・‐‐す・ （・サンタ
176






（から）不。 （上、 ・は・‐‐なり・ （・ゾフヱなり・） ）
176
○＊念誦（の） ［之］時「ニハ」應（に）茅草「ニ」坐「す」［應］（し） 。 （上、 ・に・は・に ）
（再讀）
177






（よ） ［イ、倶（に）奉 る も共「ニ」住 「レ」 ］ 。（上、 ・の・に・‐す・ （・ベンず・） の・は・て・ともに
177
・‐す・ （・ヂユウす・） ・ず・）＊「若」同字の上に丸印（朱筆）あり。右傍 上欄に「廿七」 共に朱筆）とあり。＊「不」上欄に 九〈不共／下〉 」 （墨筆）とあり。○＊行者若（し）不善「ノ」思惟「セハ」速 ニ 應 に 遠
は








［イ、如「シ」 ］ 。 （上、 ・ともす・ ごと ・
179








よ・あきらかなり・）＊「防」補入符にて右傍に補入 墨筆） 。＊「爲」本行「依也」 。二字の上に「爲」字を重ね書き（朱筆）した上で、右傍に 依也」 朱筆 と記す。○眞言「ヲ」持誦「して 復 た 勤勇「ヲ」加（ふ
（返）
（返）
レハ善法增長（する）こと＊生住復（た）是 の 如（し） 。（上、 ・を・を・くはふ・ば・）
180
＊「生」「生住」二字、 『大蔵経』にはなし。○＊復（た）次（に）行者・當（に）威儀 具（す） ［當］
（再讀）












（する） ］ （を 得不・ （、 ・を・て ‐‐す・ （・オムガ
「エ」「シ」
182
クす・） ・‐‐す・ （・カムす・） ハク す （ ハクケす・みる・う・じ ）＊「博」本行上欄に「祀」 （朱筆）とあるが、未詳。○亦（た）在家出家「ヲ」＊毀謗 せ）不。 （上、 ・を・
183
＊「毀」「せ」のヲコト点らしき符号 が 不審○及（ひ）＊慢過慢＊相「―」叉＊期「―」剋・及以 ひ）諂




「ネ」學 ヒ 瞋恚「シ」 ・忿恨「シ」 ・慳貪「シ」嬌慢「シ」放逸 シ 懈怠（する）は皆（な）須 く 遠離（す） ［須］
（再讀）
（し） 。 （上、 ・‐‐ ・ （・エウコクす・） ・に・‐‐す・ （・
183





































・サン ひる・ヒ・（・ク・） ・にら カク・ ・ゲ・） ・あさつき あさ ラフク・ ・ラボク・） ・あららぎ ひる ホテ
イ‐・ （・ブタイナ・） ・‐‐テイ・ （・ロクダイ・） ・あぶら・かす・シン・ （・シ・） ・ならびに ）＊「葱」左上に斜線（朱筆）があるが、未詳。＊「滓」左傍に「シ（朱筆）音（墨筆） 」とあり○亦（た）一切の殘食「ヲ」喫 ふ コト得不 （上、 ・を
188
・こと・）○鬼神を祭（る）食・幷 ニ 供養の食 上「ノ」如（き）
（返）









（し） 。 （上、 ・はかる・
189












［而］臥（せよ） 。 （上、 ・しく・に・を に
190
○睡（らむと）欲（る） ［之］時「ニ」先 つ 慈悲喜捨
（返）
（の） ［之］觀「ヲ」作 せ） 。 （上、 に・を・）
191
○幷 に 三寶及（ひ）舍利塔ニ」於 て）深心に恭
（返）
敬「セヨ」 。 （上、 ・に・ ‐す・ ・クキヤウす ） ）
192
○斯「ノ」如（き） 「ノ」法「ヲ」以 て 當（に
（返）
（返）
諸 罪 ヲ」滅 ス 當し 。 上、 の・
（再讀）
192
の・を・の・を・‐す・ （・メツす・） ）○＊復（た）次（に）行者＊三白食・或（は 菜根・菓・乳・酪・＊及（ひ）蘇・大麥 麵・餠・油＊〓｛宀＋口＋手｝［イ、
カス












食種種「ノ」糜粥］ 。 上、 ・か ・シ シヤウ・ （・サウ ）
「ヒ」
193






ムト」欲 は は修羅宮（ ）入（れ ［イ、入「―」修
と
（返）






るを）食「す」 ［應］（し 。 上、 ・‐サイ・ ・メシ
（再讀）
196




＊「我」同字の上に丸印（朱筆）あり。右傍・上欄に「卅六」 （共に朱筆）とあり。○念誦（の） ［之］者常 に 應（に）受＊持（する） ［應］
（再讀）
（し） 。 （上、 ）
198















○瞋 ノ 火若（し）盛 ラハ」慈悲 ノ」觀「ヲ」作 セ」 。（上、 ・の・さかる ば の を なす ）
201


















（から）不。 上、 ・みだりに おこす・）
205
＊「着」左傍に「十二 朱筆）とあ 。○＊中間に［イ、中間「ノ」 ］心「ヲ」 （もて） ［イ、心「ニ」 ］親友に往（かむ） 「ト」欲「ハム」＊時「ニハ」 斯「ノ」
（返）
法門「ヲ」＊以「テ」應（に）須 く 對＊治「ス」 ［應］
（返）
（再讀）
（し） 。 上、 ・の・を・ ・と・おもふ む・に・は・ の
205














不。 （上、 ・あひ‐‐す・ （・あひダムロンす ）
「五」
206

























「す」 ［須］（し 。 上、 ・‐イ （・ベンイ ） ・な
（再読）
209
らびに・シム‐す・ ・シムヨクす○獻（する）＊所 の 香花 然燈・讃嘆・持戒・精勤 及＿以（ひ）念誦・所生の功德「ヲハ 皆（な）應（に）无上菩提「ニ」迴向「 」 ［應］（し） 。 （上、 をば に・）
（再読）
210











（し） 。 （上、 ・に・）
212
○一切＊令集して共「ニ」佛果「ヲ」成「す」 。 （上、 ・とも
213























（め）不（して） ［而］自然「ニ 得（る） 「カ 如「シ」 。 （上
、 ・たがへす・うふ・ （・うう・） ・む・カウ‐す・ （・キヤ213











○无上菩提をは以（て） 「・」其「ノ」實 ニ 喩（ふ） 。 （上
、 ・その・に・）216




自（ら）獲（るに）比「す」 。 （上、 ・の の・に・）
216
○若（し）復（た）人有 り） 「テ」小利ヲ 求
（返）
（返）








○我 長壽 の 之 身「ヲ」 得して及（ひ）種
（返）







利（し）所求の種種（の） ［之］願 を 滿足（せしむ） ［當］
（再讀）










○此の世の八法を當 ニ 遠離 す）應（し （上、 ・まさ
222














（し） ］ （上、 ・やど ・つひに・をはり・に・を・が・）
223
○＊折＊羅［而］念誦「ヲ」作 さ は終 ニ
（
返）








＊「羅」同字の上に丸印（朱筆）あり。右傍・ 欄に「卅八」 共に朱筆）とあり。また、上欄の「卅八」の左側には「十一〈折羅／下〉 」 （墨筆）とあり。○若（し）辨（せ）不者彼然モ一―心を事トシテ念誦
「す」「ハ」
（返）









吐他香・ 「・」雄黃 拔折羅・ 「・」
（去）（上）
（去）（上）










・ 「 」橫刀 羂＊索鐵鎧「 」 「 」三
（平）（去）
（去）
鈷の叉・ 「・」 （上、 は・ ・サ‐・ （・サシ ） ‐チフ・
225
（・タンチフ・） ・‐シフ タンチフ・） ひし・ロクビ・）＊「爲」上欄に「碓イ」 （墨筆）とあるが、未詳。＊「子」読点（朱筆）を擦り消した跡あり。＊「索」読点（朱筆）を擦り消した跡あり。○上「ノ」如 き）所説 ノ」成就（の ［之］物 皆（な）三種の成就 ヲ 具足 する こと＊有 （上、 の
228
の・を・）＊「有」同字の下、文脈上不審な位置に読点らしき符号（朱筆）あり。○假＿使（ひ）餘 眞言法「ノ 中「ノ」説（く）所 の）
（
返）
［イ、所説 ノ ］諸（の）物・皆 な 此「ノ」三種の成就「ヲ」離（れ）不。 （上、 ・の・の・この・を・）
「す」
229
○＊復（た）次（に）世間「ニ」諸 障難 ノ 毘那耶迦（上、 ・に・の・
230





（ふ） 。 （上、 ・とが を もとむ・が・ ・に・したがふ ）
231














は） ［イ、持誦「スルコト 有 ル者「ヲ」 ］彼障難
「 （も）ノ」
「 （か）レ」
「ヲ」作「ス」 。 （上、 ‐‐す （・ヂズす・） ・こと・あり
235









（らは） ［イ、持誦「スルコト 有 ル者「ニ」 ］彼障
「ア」
「 （も）ノ」
＊難 を）作 す 。 （上、 ・の・‐‐す ・ヂズす・） ・こ
237





＊「三」同字から「眷」字にかけて右傍に注記（墨筆）があると思われるが、虫損により 三本」以降の文は未詳。○大梵天王・及（ひ）憍尸迦・日月天子・那羅延神風神等の所説の眞言を持誦（する）者有（ は） ［イ、持誦「スルコ
（返）
ト」有「ル」者「ニ」 ］彼障難「ヲ」作「す」 。 （上、 ・‐
「 （も）ノ」
239




ノ波頭摩有（る）を以（て） ・眷屬「ト」爲。 （上、 ・
（返）
341
その・の・に・の・と・）○釋教 所説の諸（ ）妙眞言を持誦 する）者有 ら
（返）
は） ［イ、持誦「スルコト」有 る 者「ニ」 ］彼障難（を）
「
返」












彼障難「ヲ」作（す） 。 （上、 ・ハシ‐ バンシキヤサ
244
ウ・） ・に・をいて・ （・おいて ） ・に・を・○又（た 摩尼賢將の 「 」名 けて）滿賢「ト」曰
（去）
（ふ） 。 （上、 を と・）
244


























「レ」 。 （上、 ・を・を・もて つくる ）
249
＊「求」同字の上に丸印（朱筆）あり。右傍・上欄に 卅七 共に朱筆）とあり。また、上欄の「卅七」の左側には 十〈求富／下〉 」 墨筆）とあり。○海「￣ 」龍王の法「ヲ」成就（せむには）熟―銅
（返）
（返）





「ヲ」用（て）作 レ 。 （上・に・ば いる む に は
250
























（は）＊密魯婆木「ヲ」 （以て） ・ ［而］金剛「ヲ」
（去）（上）（上）
作「レ」 。 上、 ・を う・を・もとむ む・と・が は
251
・シ‐‐‐‐・ ・シチリバンニモク・） を を つくる＊「失」同字の上に一字あると思われるが、虫損により未詳。 『大蔵経』では「以」字とする。＊「密」右傍に 一字頂輪云櫓木也紫黃云 」々 （朱筆）とあ 。○一切の鬼魅の所 ―」着「ヲ」＊療「セムト」欲（は
（
返）




（上、 ・を・‐す・ （・レウす・） ・む キヤ‐‐‐ （・
253
カクダチラモク・） に つくる＊「療」左下に朱のシミのようなものあるが、汚れか。○若（し）藥叉女「ヲ」成就（せむ） 「ト」欲（は）者摩
（返）
（去）








他 モテ」拔折羅「ニ」作「レ」 。 （上、 ・を と ‐エチ
を
255



















（て）作 レ 。 （上 を・つくる・
257




























木（を）用（て）拔折羅 」作 れ 。 （上・を・
（返）
259









拔折羅「ニ」作（る） ［應］し 。 上、 ・を・を・
（再讀）
260






・を・を・つくる・）○若（し）變―形 の ［之］法「ヲ」成就（せむ と欲
（返）



















无憂 もて之「ヲ」作「レ」 。 上、 ・を・‐カ‐ ・アチ
264











・之（を）作 れ 。 （上、 ・シ‐‐‐‐・（・シチリバンニ
265
モク ） を・エムモ‐‐・ エムモチラモク・ ・ ウ‐






用（て）拔折羅（に）作 レ」 。 （上、 に・は・を・を・つ
266
くる・）○上「ノ」如（き）所説 の 諸 ノ 拔折羅杵を［イ、拔折羅杵「ハ」 ］一一ニ皆（な）須ヰテ［而］五鈷 三鈷 作れ 。（上、 ・の・の・は に・もちゐる・て ）
268
○諸の妙端嚴 ニシテ 缺壞无「カラ」使（め） 「ヨ」
して
269
・‐‐なり・ （・タンゴムなり ・す なし・しむ・）○念誦「セムト」欲「ハム」時「ニハ 塗香等「ヲ」
（返）
（返）
以（て） ［而］供養を＊作 セ 。 上、 ・‐‐す ・ネムズ
269




執（り） 「て 眞言「ヲ」念誦 セヨ」 。 （上、 を に を
270
・を・‐‐す・ （・ネムズす ） ）○法事畢已 ら は復 た 重「テ 供養を尊の足下 ）置「せよ」 。 （上、 ・かさねて
270
○若（し）妙拔＊折羅（ ）執持 セ 不「シテ」 （上
「ス」
（返）
、 ・‐‐す・ （・シフヂす・） ・ず・して・）271










「ニ」＊入（る） 。 上、 ・を・に・に・
272
＊「入」右傍に仮名（墨筆 があると思われるが、虫損 より未詳。○遂「ニ」行者（を）令 て） ［イ、 ［令］行者「ヲシテ」 ］
（返）
諸「ノ」煩惱 ヲ」起（さ） ［令］（む） 。 （上、 ・つ
（再讀）
273











不淨（なら） ［令］（む） 。 （上、 ・しきりに・いたす
（再讀）
274






ること）有（れは）彼即（ち 身「ニ」入（る） 。 ［イ、入（り「テ」 ］遂（に 行者を）令（て） ［イ、 ［令］行者 ヲ
（
返）
シテ」 ］種種の病「ヲ」生「セ ［令］む 。 上、 ・
（再讀）
275





（上、 ・いたむ・ト‐す・ （・シヤウネツ ） て・を・）
276










「ニ」行者（を）令（て ［イ、 ［令］行者「ヲシテ」 ］
（返）






















＿諍ヒて離散（する） 「ナリ」 。 （上、 ・いふ る さかり
（あら）ソ
278
なり・あつし・ふさがる・はなひる・ホンタイす （・ホンセフす・） ・フンサウ ・ ホンセフす・） ・より・く し ひひらく・ひるむ アイト サ ドウ あひあらそふ・なり ）＊「啑」右傍に「□ シ」 （墨筆）とあり。下方に 啑 字の異体字「〓｛口＋庚＋辶｝ 」字（墨筆）を記す。＊「及」及」字と「與」字の間に左寄りの合符（朱筆）あり。○念誦（の） ［之］時 ニ 法若（し）闕（すること 有（れは）彼即（ち）便（を）得。 （上、 ・に・
280
○遂（に）行者（を）令（て） ［イ、 ［令］行者（を 「し
（返）





























「ヲ」作 して」或 は 大我の眞有（ ） 「コト」无
（返）
「シト」説「ク」 （上、 ・よる・り・を・と・を・‐す （・
283














・もの・その・を・なり・と・むなし ‐す ・エンす ）・とく・）＊「虚」「の」のヲコト点らしき符号（朱筆）があるが、未詳。○此「ノ」邪見（を）以「て」心與相應 て遂 ニ」
（返）
（返）






























































（む） 。 （上・たとひ・に・とむ らる・をふ （・おふ・
290













＊髮黑―體（の） ［之］人を見（む） 。 （上、 ・に・は・おほ
292
どる・たり・をつ・ （・おつ・） ・たり・）＊「髠」右傍に「苦門反」 （朱筆）とあり。＊「髮」補入符にて下欄に補入 墨筆） 。○或時（に）は夢（に）＊裸―形「ノ 外道 ヲ 見（む） 。（上、 ・の・を・
293











（む） （上、 ・かの を ゆるす て を・）
294
＊「者」同字に返り点らしき符号（墨筆 があるが、未詳。○唯「シ」大明眞言 の） ［之］教有 り） （上 た
（返）
296
だし・）○法（の）如（く 修行 し て斯 障難を免「レ よ） 」
（返）
［イ、免「シ」 ］ 。 上、 ・まぬか ・‐す・ （・メンず ）
297
○是「ノ」故 ニ 行者・誦「スル」數・滿（し）已 り
「カス」
て［イ、已 ら） 「ハ」 ］ ・復（た）應（に 更に成就諸事の妙漫荼羅（に）入 る ［應（し 。此（の）法（を）
（再讀）
（返）
作（り） ［ 應（に 更 に）成就諸事 の 妙漫荼羅（に）
入




ヌ（れは） ［イ、已（り） 「ナハ」 ］彼（の）障難者・便即（ち）退散シヌ。 （上、 ・この・に・‐す・ （・ズす・） ・かず・ば
297
・て・この・を・つくる・をはる ぬ・ぬ・ば・‐‐す・ （・タイサンす・） ・ぬ・）○＊復（た）次（に）持誦「シ」供養「シ」及＿以 ひ）護摩「セムニ」 ・法教「ニ」依「ラ」不（れ は彼等便
（返）
（返）
（を）得て［而］障難「ヲ」作 す） 。 （上、 ‐‐す （
300
ヂズす・ ・‐‐す （ クヤウ ‐‐す・ （ ゴマす・む・に・に・よる・を・）＊「復」同字の上 丸印（朱筆）あり。右傍・上欄に「卌三」 （共に朱筆）とあり。○又（た）行者・心「ニ」常（に）猶―豫して念念「ニ」疑
（返）









をや・‐す・ （・ズす・） ・まし・もし・をや・‐す （ ズす・） ・まし・）○是（の）如（く）念「ヲ」作「スニ 彼亦（た
（返）
（返）
便「ヲ」得。 （上、 ・を なす に・を・）
302
○又復 た 行者多（く）義无 き）語して世俗 事「 」
（返）




或（は）名利を論（す） 。 （上、 ・を・‐ヤク・ （・コウ
（返）
302
















と（を）現して隨遂し 相「ヒ」捨離「セ」不（る） 「カ」如（し） 。 （上、 ・そふ・て・あひ‐‐す・ （・あひシヤリす ）
205
・が・）＊「入」「せよ」のヲコト点ら きもの（墨筆 があるが、未詳。○毘那夜迦 行者の身「ニ」入（り） 「 」恆「ニ」相
（返）




○澡浴（の） ［之］時 ニ」 ・便を 得 て 身「ニ」
（返）











便（ち）火出「ツルカ」如 シ」 （上 を いづ が ご
308








是（の）如「シ」 。 （上、 ・を・‐‐す・ ・ソウチヤウす・
209







［令］＊行「―」者（をして）種＊種「ノ」起（す） 。 ［イ、起（し） 「テ」 ］ 上、 ・に・‐す・ （・コチす・ ・こと・あ
311





沈重「なり」 ・ （上、 ・いはゆる ガイソウ （・ガイス・）
311



















或（は）餘 ノ 處「ヲ」思（ひ 或 は 寡人「ヲ」
（返）
（返）
思（ひ）て［而］懈怠「ヲ ス 。 上、 ・いはゆる・を
314
・おもふ・の・を・を・を・‐す・ （・シヤウず ）○或（は）欲想（を）思（ひ）て諸境 」分別す。 上
（返）
、 ・を・）315












「ヲ」除（く）に非 す （上、 ・を・）
317





































































○＊所以（の）眞言・成就（ る） ヲ」得不。 上、 ・を・）
す
327

























及（ひ）供養「セ」不。 （上、 ・を・ ‐‐す・ （・クヤウ
す
330
す・） ）＊「持」同字の上に丸印（朱筆）あり。右傍・上欄に「五十一」 共に朱筆）とあり。○其（の）眞言の字或 は加「＿」減有 リて」聲
クハヽリ
「返」




































於（て） ［イ、 ［於］清淨「ノ」處「ニシテ」 ］＊及 ひ 時―節「ニ」依「リ」所制（の） 之 ＊法亦（た 罪を＊戲
（返）
―犯して［イ、戲犯「スルコト」 ］漸く須 く 滅して［イ、滅「シ」 ］ ・福聚圓滿 に 「して」 ・能 眞 言 ノ」沽
ウルホヒ
及（ひ）成就を獲 須］（し） 。 （上、 ・その・の・に
（再讀）
335









所「ルヽ ヲ」 ］見或 は 石磓［イ、石―磓］ （を 見或
ツチ
ツイ

















護身を作「レ」 。 （上、 ・つくる・
340
＊「行」同字の上に丸印（朱筆）あり。右傍 「卅八 朱筆 とあり。○上「ノ」如（く）説（く）所（ ） ［イ 所説「ノ」 ］
（
返）
護摩は［イ、護摩「ノ」 ］障難悉 く 解脱「ヲ」得 テ」
（
返）












依（る） ［應］（し） 。 （上、 ・す・む・と・）
（再讀）
344





空閑の室「ニ」＊有（り） 。 （上、 ・に・‐ク‐・ （・シグダ
345
ウ・） ・に・に・）＊「有」「を」のヲコト点（朱筆）があるが、未詳。○或（は）林の中に於（て） ［イ、 ［於］林 の）中（ ）
（返）





＊「以」同字の一部を墨筆にて補った跡あり。○其の量「ハ」頓方四肘にし ［イ、四肘 ） 「セヨ」 ］四
ホウ
門を安立せよ。 （上、 ・は・‐ホウ・ ・ ンハウ・） ・す・）
347













明主・眞言主等を安置セヨ。 （上、 ・は・ホウ‐ （ ハウラ
348
ウ・） ・に・あな・を・うがつ・て・ほる・の・に・ く に・に・を・の を・わかつ て・‐‐す アンチす＊「抗」『大蔵経』では「坑」字とする。＊「坑」本来脱漏していた文字 、墨筆にて書き入れた跡あり。＊「兩」『大蔵経』では「兩」字とする。○［於］八方の所に各（の）本方の大神「ヲ」畫 け
、 ・を・）349
○復（た）四箇の新（し） 「キ」甁を取（れ） 。 （上、 ・あた
350
らし・）○黑色にして大（た）＊燋レ たる）者を得不れ。 （上、 ・
コカ
350






以て皆（な）＊甁中 ニ」 。 （上、 ・ならびに・ ・の・に・）
351
















供養「す」 ［應］（し） 。 （上、 ・に・を・の・の・を
（再讀）
352

























































或（は）＊法「ノ」具（せ）不「ルソトモ」＊説（く） ］ 。 （上
「サ」
、 ・‐‐す・ （・ケゲムす・） ・あり・ぞ・とも・の・ず・ぞ359
・とも・）＊「加」右傍に「シ」 （朱筆）を擦り消した跡あり。＊「説」「の」のヲコト点 朱筆）らしき符号があるが、未詳。＊「法」補入符にて 補入（墨 。＊「説」右傍に ニハム （墨筆 とあるが、未詳。○然も諸の明主・自（ら）此の法を説キ行「＿」用
（返）
（返）
有（る） 「トキニハ」 ［者］ ［於］＊破―相を示現（す）好
コトナ
キコト［イ、 ［於］破（れ） 「タル」相好「ヲ」示現「す」 ］ ・由
ナ

















言（は）く今從（り）＊以 て 去 り 其の家「ニ」
（返）
（返）
往（き）乃至 し 彼の人 ヲ 語（ふ 「コト」勿れ。是 ノ友（を）敬 する） 「カ」故（に）言誨 ［イ、言誨「ヲ」 ］違
（た）カ
（返）










かたらふ・て・に・を・こと この・が・を たがふ ここ





（ひ）妙漫荼羅を禁＊斷「スヘ」 （ ） 。 （上、 ・‐‐す・ （・
364









ワンす・ ）＊「換」右傍に「火（墨筆）ン（朱筆）□（朱筆） 」とあり。○亦復（た）應（に 阿吠
＊設那
（平）（上）（去）（上）（上濁）
ス［應］（から）不。 （上、 ‐‐‐‐す・ ・アバイ
（再讀）
367
セチナす・ ）＊「設」右傍に「守護」 朱筆）とあり。○彼「ヲ」害（せむ） 「カ」爲の故 ニ」應 に 護摩 シ
（
返）




（から）不。 （上、 ・を・が に・‐‐す・ （・ゴマす・ ・
367
‐す・ （・ソンず・） ）○亦復（た）應 に 他を令（て ［イ、 ［令］他「ヲシ
（返）
テ」 ］癡―鈍に して） ［イ、癡鈍 ナラシメ」 ］及＿以 ひ悶＿眠「セシム」 ［應］ して
（再讀）
368
・‐‐なり・ （・チドンなり・ ・しむ ‐‐ （・モ メンす・） ・しむ ）○應（に 龍魅（の） ［之］類を＊科―罰「ス」 罪
ツミス
「入」



























「ヲ」具「して 眞言成 するを 得 上、 に とかく・
372
を・）＊「復」同字の上に丸印（朱筆）あり。右傍・ 欄に「五十六」 （共に朱筆）とあり。○爲「ハ」所（る）行人「ト」 ・眞言「ト」 ・伴侶「ト」
「イ」
（返）



















眞言乃（ち）成（ ） 上、 ・を・）
375
○謂（る） ・處所「ト」 ・精勤「ト」 ・時節 ・依＿法なり［イ、依法「トナリ」 ］ 。 上、 ・と と と・と・なり・）
376
○又（た）餘宗 ノ」説（かく 五種の法「ヲ」具 し
（返）
て」眞言乃（ち）成（す） 。 （上、 ・の を
376





「ト」 ］説（く） 。 上、 ・と・
377













「ニ」於（て）貪嫉「ヲ 起（さ）不。 （上、 ・は・つぶさ
380




○眞言の文字・圓滿 聲相分明に シテ 成就 す）可（き）法皆（な）悉（く）具足「セリ」 （上、 ・し ・‐‐す・ （・
381










＊「處」「も」のヲコト点らしきもの 墨筆）があるが、未詳。＊「言」右傍に イハ」 朱筆）とあるが、未詳。上欄に「六〈言不／下〉 」 （墨筆）とあり。
383 行と
384 行の行間に、墨筆にて「眞言不成〈三








持「シ」自（ら）＊持（する 所 の 者 を 他人「ニ」
「ミ（つか） 」
授與「セルハ 。念誦 ノ 遍數・滿つ 「ト」雖 も
（返）
成「セ」不。 （上、 ・を・を・‐す・ （・ヂす・） ・みづから
「す」
384
・に・‐‐す・ （・ジユヨす・） ・り・は・の・と・‐す・ （・ジヤウず ） ）＊「復」同字の上 丸印（朱筆）あり。右傍・上欄に「五十七」 （共に朱筆）とあり。＊「棄」「本」字の上に補入符（朱筆）あり。右傍に同字を補入（墨筆） 。＊「持」「は」のヲコト点らしき符号（朱筆）と、右傍に「ノハ」の仮名（墨筆）があるが、共に未詳。○復（た）更（に）應（に 須（く）每日三時に法「ノ」
「ニ」
（返）
如「ク」供養念―誦「して 數・十＊方遍を滿 ） ［應］
（再讀）















・或（は）八七千・或 は 四三千ヲ滿（せ） 。 （上、 ・を
387
コ・ （・ゴ・） ・こま・こま を の・を を ）○憂曇鉢羅木 或（は）阿説他木 波羅賖木
シヤ
「上」



















指（の）如（く） セヨ」 ］ 上、‐‐シヤ‐・ （・ハラシヤ
389




に護摩「セヨ」 （上、 ・は・に を さく ・ ‐す
394
ゴマす・） ）○數・上「ニ」説（く） カ 如（し） 。 （上、 に・が
394
○前「ニ」闕＊犯（せは）還 て 清淨 を 得。 上、
395
に・）＊「犯」返点らしき点（朱筆）があるが未詳、 『大蔵経』 よれば「闕」字の上に「所」字の脱漏か。○然（る）後 ニ」方「ニ」眞＊言の悉地を求「メヨ 。 （上
、 ・に・まさに・もとむ・）395
＊「言」補入符にて右傍に補入（墨筆） 。○＊復（た）次（に）行者・ 持「ノ」眞言「ヲ」 ・餘「ノ」持誦繫縛の明主を［イ、明主「ヲ 持誦繫「―」縛 シ」 ］ 或＿若
（あ）ルイ
ハ釘もて打「チ」 ・或（は）斷「シ」或（は）破「して 成就（せ）不（ら）令（む） 。 上、 ・の・を の・を・‐‐す・
397











て」本尊を灌浴せよ。 上、 ・に・ ・ ・）
399





を被（り）即（ち）解脱 を 得。 この を つく
401




制「ノ」諸 ）法「ニ」於（て ］竝 ニ 皆 な 修
「
返」
行「セヨ」 （上、 ・の・ ・の・ ・ならびに・‐‐す・ ・
402
シユギヤウ ・ ）＊「復」同字の上に丸印（朱筆）あり。右傍 上欄に 五十八」 （共に朱筆）とあり。○一（つ）ヲモ遺闕（する） 「コト」无レ。 （上、 ・を・も・
402























生（す） 上、 ・この・に ）
406




る） 「ニ」不「ス」 。 上、 ・に あらず・）
408






名（け） 「テ」 ］色ト爲す。 （上、 ・かる・かり て と ）
409




















「ヲ」見（る） 。 （上、 ・たる・ちかづく・む・を
414
































‐ラク・）＊「駝」右傍仮名「ラク」 底本のまま。○或（は）滿載（の） ［之］車 □＊線・□拂ヲ獲 上、 ・
ハヘハラヒ
419


























































































知（る） ［應］（し）一月及＿已 ひ 半月に當
（返）
（再讀）
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